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特集

特別支援学校教育におけるリハビリテーション専門職の役割 
　―理学療法士の立場から  眞鍋克博

特別支援学校教育におけるリハビリテーション専門職の役割 
　―作業療法士の立場から  萩原広道

特別支援学校教育におけるリハビリテーション専門職の役割 
　―言語聴覚士の立場から  岡崎　宏

群馬県における取り組み  宮村奈々江

神奈川県における取り組み  神奈川県教育委員会教育局子ども教育支援課

教育機関へのリハビリテーション職の支援

※都合により誌面が変更される場合がございます。

このところテレビや新聞において，2020 年のオリンピックのことがよく取り上げられ
るようになっています。開催まで 2 年を切ったというカウントダウンのような切迫

感と，準備は大丈夫かという危惧も織り交ぜながら，特に今年は記録的な猛暑であったこ
ともあって，競技者や観戦者の暑さ対策などにも話題が集まっていました。正式名称は「東
京 2020 オリンピック・パラリンピック大会」ですが，今からその開催に向けて胸が高鳴
る思いがあります。パラリンピックの始まりは脊髄損傷者つまりparaplegiaの方が車椅子
で参加するということから始まったとされています。それから対象者が拡大していって，
parallel（沿う，並行）＋Olympic（オリンピック）という意味で，1964 年の東京オリン
ピックの時に継続して実施された競技会から「パラリンピック」という愛称で呼ばれてか
ら，その後公式名称として定められたという経緯があります。
　当初は障害者のスポーツ競技会とされていましたが，現在ではアスリートによる競技ス
ポーツへと発展しています。ある選手へのインタビューで「障害者のスポーツ選手ではな
くアスリートとして挑戦している」のだという言葉が印象的でした。つまり「障害という
個性を持ったアスリート」という考え方が急速に普及していったと思います。あたかも柔
道やレスリングでの体重別に区分けした競技種目の設定の延長上にあるような感覚であ
り，さらには新たなジャンルのスポーツ競技の展開へと拡大していったように思えます。
　本年 7 月に澤村誠志先生が『地域リハビリテーションと私』（シービーアール）という本
を出版され，その書評をさせてもらう機会がありました。その中で「ソーシャルインクルー
ジョン＝地域共生社会」の実現こそがライフワークであると熱く語っていました。パラリ
ンピックを目指すアスリートたちの活動がまさしく地域共生社会実現を目指した一つの姿
なのかなと感じさせられました。さらに今回の特集である「放課後等デイサービス」も，
障害をもった子どもたちを地域で支え，その可能性を見つけ出し，社会参加を促していく
重要な活動であり，地域共生社会へつながっていくと言えます。まだまだこれからの展開
が期待される活動ではあり，派手ではありませんが地域の障害児を支えていく試みとして
重要になってくると考えます。さらに地域におけるセーフティネットとしての機能も期待
されていると言えます。注目していきたいと思います！　
� 編集委員　伊藤隆夫
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